
発行：日本共産党市川市議団の地域版 2025年12月7日 No.75

やなぎ美智子からのお便り
メールアドレス：kangoshi03＠outlook.jp やなぎ携帯：090－1508－7120

無料法律相談 12月9日（火） 1月13日（火）
相談時間は一人30分 相談を希望される方は事前予約が必要です。
場所・時間は予約時にお知らせします。
市役所共産党控室か、やなぎ美智子にご連絡ください。

電話：047－334－1111（内線 18221）

今
年
も
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

平
和
や
、
暮
ら
し
が
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
私

た
ち
に
は
、
希
望
の
光
が
見
え
て
い
ま
す
。
あ
き

ら
め
ず
に
、
励
ま
し
合
っ
て
、
前
を
向
い
て
歩
き

続
け
ま
し
ょ
う
。
清
水
み
な
子
議
員
、
廣
田
徳
子

議
員
、
や
な
ぎ
の
３
人
で
、
市
民
の
皆
様
の
不
安

や
辛
さ
に
寄
り
添
い
、
力
を
合
わ
せ
て
、
要
求
実

現
め
ざ
し
力
を
尽
く
し
ま
す
。

来
年
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

や
な
ぎ
美
智
子

10月31日～11月2日 清水議員、廣田議員、やなぎ

は、新潟市内で開催された「第57回公的扶助研究全

国セミナー新潟大会」に参加し、生活保護制度や生

活困窮者自立支援制度を学びました。

11
月
29
日
、
市
川
市
文
化
会
館
の

第
２
会
議
室
で
「
革
新
懇
話
会
市

川
11
月
集
会
」
が
開
催
さ
れ
会
場

は
、
ほ
ぼ
満
席
に
な
り
ま
し
た
。

お
話
し
た
の
は
、
口
承
文
芸
学
研

究
者
の
米
屋
陽
一
氏
で
す
。
米
屋

氏
は
、
今
年
７
月
22
日
～
27
日
、

八
幡
市
民
会
館
で
「
戦
後
80
年
・

で
き
る
こ
と
を
や
ろ
う
！
い
ち
か

わ
平
和
の
た
め
の
戦
争
展
」
の
企

画
運
営
を
担
い
ま
し
た
。
昭
和
20

年
5
月
生
ま
れ
の
米
屋
氏
は
東
京

政府は11月26日、2025年度補正予算案を閣議決定しました。軍事費

総額11兆円は、GDP（国内総生産）比2％になります。この中で、金額

が最も多いのは、米軍再編経費3451億円でした。馬毛島の自衛隊基地

建設に2751億円、辺野古の米軍新基地建設に534億円、12式地対艦誘

導弾など弾薬確保に566億円を盛り込みました。

（しんぶん赤旗11月29日付）

荏
原
大
空
襲
の
時
は
、
母
親
の
お

腹
の
中
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

バ
ラ
ッ
ク
小
屋
で
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ

ん
（
米
屋
氏
）
の
「
小
さ
な
手
・

足
・
ほ
っ
ぺ
を
触
り
に
、
毎
日
、

多
く
の
人
が
来
た
と
母
か
ら
聞
い

た
」
と
の
こ
と
で
す
。
い
つ
の
時

代
も
子
ど
も
は
希
望
の
宝
で
す
ね
。

米屋氏の話に聞き入る参加者の皆さん

戦
後
80
年
、
平
和
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

を
や
ろ
う
！



12月2日市議会で代表質問に立ちました

○
日
本
政
府
に
対
し
て
、
核
兵
器

禁
止
条
約
の
署
名
・
批
准
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

【
問
】
高
市
首
相
の
、
台
湾
有
事

や
、
核
持
ち
込
み
容
認
発
言
に
、

被
爆
者
や
市
民
団
体
等
か
ら
は

「
悪
魔
の
兵
器
を
使
う
の
か
」

と
反
発
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

田
中
市
長
は
、
こ
の
よ
う
な
政

府
に
対
し
、
ど
の
よ
う
に
核
兵

器
禁
止
条
約
批
准
に
向
け
て
発

信
し
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

【
答
】
核
兵
器
禁
止
条
約
は
、
核

兵
器
を
国
際
法
の
も
と
で
完
全

に
違
法
と
す
る
国
際
的
な
合
意

で
、
核
兵
器
の
開
発
・
実
験
・

保
有
・
使
用
な
ど
を
禁
止
す
る

条
約
で
す
。
平
和
首
長
会
議
は
、

核
兵
器
禁
止
条
約
の
早
期
締
結

を
求
め
て
お
り
、
加
盟
都
市
で

あ
る
本
市
も
、
政
府
に
対
し
て

核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
署
名
・

批
准
を
要
請
し
て
い
る
も
の
と

捉
え
て
い
ま
す
。
核
兵
器
廃
絶

は
国
際
社
会
共
通
の
課
題
で
あ

り
、
本
市
も
国
際
社
会
の
一
員

と
し
て
積
極
的
に
そ
の
責
任
を

果
た
し
て
い
き
た
い
で
す
。

【
要
望
】
若
者
へ
平
和
を
継
承
す

る
た
め
に
、
毎
年
、
平
和
学
習

青
少
年
派
遣
事
業
を
す
る
な
ど

平
和
事
業
の
拡
充
を
求
め
ま
す
。

○
生
活
保
護
基
準
引
き
下
げ
に
つ
い

て
違
法
と
判
断
し
た
最
高
裁
判
決

の
本
市
へ
の
影
響
と
、
今
後
の
対

応
に
つ
い
て

【
問
】
日
本
共
産
党
は
、
政
府
に
対

し
、
全
て
の
被
害
者
へ
の
心
か
ら

の
謝
罪
と
、
全
額
補
償
を
求
め
て

き
ま
し
た
。
生
活
保
護
制
度
は

「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
・
最
低
生

活
保
障
」
で
す
。
現
在
、
保
護
基

準
は
、
少
な
く
と
も
47
の
制
度
と

連
動
し
て
い
ま
す
。
生
活
保
護
を

利
用
し
て
い
る
人
だ
け
の
問
題
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
市
で
、
生
活

保
護
基
準
の
引
き
下
げ
に
よ
る
影

響
を
受
け
た
世
帯
数
、
既
に
亡
く

な
ら
れ
た
方
の
人
数
を
伺
い
ま
す
。

【
答
】
争
点
と
な
っ
た
平
成
25
年
か

ら
平
成
27
年
に
か
け
て
、
本
市
で

生
活
扶
助
費
を
運
用
し
た
の
は
約

６
５
０
０
世
帯
で
す
。
こ
の
期
間

の
生
活
扶
助
受
給
者
の
う
ち
、
本

年
９
月
ま
で
に
亡
く
な
ら
れ
た
方

は
、
約
４
３
０
人
で
す
。

【
要
望
】
高
齢
で
、
病
気
を
抱
え
て

い
る
方
が
、
せ
め
て
生
き
て
い
る

間
に
謝
罪
と

補
償
を
す
る

よ
う
国
に
求

め
て
下
さ
い
。

○本市のバリアフリー基本構想

【問】国土交通省は今年度、駅周辺

や街の中心部で、障がい者が歩いて

移動できる環境を整えるため、市町

村にバリアフリー基本構想策定を促

しています。本市は基本構想は策定

済みですが、これまでの取り組みと

今後について伺います。

【答】鉄道駅周辺の他、乗降客数が

特に多く、公共施設や福祉施設等、

重要な施設がある本八幡、市川、行

徳、南行徳の4駅周辺を重点整備地

区と指定し、駅から公共施設等に至

る経路を特定経路と定め、バリアフ

リー化を図ることとしています。新

法に基づく基本構想は、道路交通分

野の他、街づくり・福祉・教育など

様々な分野が関わる必要があるため、

どのような体制で取り組むか、現時

点では決定していません。

【要望】各分野が連携し

て「バリアフリーの街い

ちかわ」を目指していく

ことを期待します。

質疑の一部を報告します

○
市
内
の
医
療
機
関
の
経
営
状
況

に
つ
い
て

【
問
】
10
月
28
日
、
し
ん
ぶ
ん

赤
旗
一
面
に
「
病
院
半
数
が
赤

字
・
補
助
金
急
げ
」
と
の
記
事

が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
市
民
か

ら
「
市
川
が
ど
う
な
っ
て
い
る

か
不
安
」
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
市
内
の
医
療
機
関

の
経
営
状
況
を
伺
い
ま
す
。

【
答
】
前
年
比
で
病
院
、
診
療

所
は
人
件
費
や
材
料
費
の
増
や
、

収
益
減
少
で
収
支
が
悪
化
し
て

い
る
傾
向
で
す
。
現
時
点
で
は
、

医
療
提
供
体
制
に
問
題
は
生
じ

て
い
な
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

【
要
望
】
全
て
の
市
民
が
安
心

し
て
生
活
す
る
た
め
に
市
と
し

て
出
来
う
る
最
大
限
の
支
援
を

し
て
く
だ
さ
い
。

○田中市長に「二元代表制を逸脱した常任委員会や議長選挙

など、議会に違法に介入したことの反省と、二度としない

との意思表明」を求めました。

二
元
代
表
制
は
、
首
長
と
議
会

が
独
立
・
対
等
な
関
係
に
あ
り
、

相
互
に
抑
制
と
均
衡
を
保
ち
な
が

ら
自
治
体
運
営
を
進
め
、
権
限
を

分
散
さ
せ
、
行
政
の
独
走
を
防
ぎ
、

公
平
で
民
主
的
な
運
営
を
実
現
す

る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
「
地
方
自

治
は
民
主
主
義
の
学
校
」
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
市
長
が
議
会
に
介

入
し
、
圧
力
を
か
け
る
こ
と
は
、

地
方
自
治
法
違
反
行
為
で
す
。

「地方自治は民主主義の学校 」

イギリスの政治学者

プライスが提唱した言葉です


